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令和８年７月１４日 文責：校長 

 

 

 

  

  

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 
やさしく、かしこく、たくましく 
笑顔の花咲く 桜っ子の育成 

～すべては子ども達の自信のために～ 
 

 

興譲館の梅
子ども達と向き合う時間と充実した教育活動のために 

「全校ぽかぽかの木」の取り組み 

本日別紙 「子どもたちのための働き方改革」を配布しています。内容の詳細については、文書をお読みいただ 

ければありがたいです。 

さて、本校におきましても、教職員の勤務環境の改善に向けた取り組みを進めております。保護者や地域の皆様

にはご理解とご協力をいただき感謝しているところです。 

この取り組みの最大の目的は、教職員が心身ともに健康で、より質の高い授業準備を行い、ゆとりをもって子ど

もたち一人ひとりと向き合う時間を確保することにあります。先生の心の余裕は、授業の質の向上や、子どもたち

の小さな変化に気づくゆとりへとつながります。 

現在、欠席連絡について、午前８時までの連絡及びグーグルフォームでの連絡をしていただいていることで、時

間にゆとりが生まれ、一日の見通しをもって業務をスタートすることができています。また、電話対応時刻を午後５

時までとさせていただいていることで、昨年度までよりもゆとりをもって翌日の授業準備及び文書作成等ができ

ています。さらに、面談等についても、勤務時間内（本校の勤務期間は８時１５分から１６時４５分まで）でのものにご協

力いただいています。 

今後も、行事の精選、見直しを進めていくことで、準備に要する時間を削減し、日々の授業準備や個別指導の時間

に充てていきます。つまり、これまで以上に「目の前の子どもたちをしっかりと見る」時間を生み出したいと考えて

おります。 

引き続き、保護者の皆様のご意見も大切にしながら、より良い学校づくりを進めてまいります。 

何卒ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。 

７月６日（月）から７月１０日（金）にかけて、「全校ぽかぽかの木」に取り組みました。 

目的は、全校で学年ごとに「ぽかぽかの木」をつくることにより、桜岡小学校の 

子どもの『自己有用感』を高め合うこと。関わり合い、認め合い、支え合う子ども同 

士のよりよい人間関係をつくること。誰かのためにすすんで行動する子を育てる 

ことの三つです。 

具体的には、友達のいいところや親切にしてもらい、うれしかったことなどを書いて、ぽかぽかの木にはります。

この取組は毎学期行います。 どの学年も、「感謝の葉」を実らせることができています。 

古着回収ボックスへのご協力ありが

とうございます。皆様のご協力で二回

目もあっという間にいっぱいになり、

市の環境課の方に回収していただきま

した。９月４日（金）まで設置してい

ますので、引き続きご協力いただけれ

ばありがたいです。 

「安全なまちへ 小城ワンチーム」 

７月７日（火）に、小城地区安全運転管理者協議会の方が来校され、子どもたちを不審

者から守るための「のぼり旗」を寄贈していただきました。のぼり旗には「安全なまち

へ 小城ワンチーム」と書かれてあり、その文字も小城町にちなんで毛筆の書体で書

かれているものでした。とにかくかっこいいです。 

会の方からは、「子どもたちのために小城のまちは小城で守る」とお話しいただき、

とても心強かったです。ただ安全を担保するためには、一人一人の意識の高揚が大切

です。文字通り、「ワンチーム」で取り組んでいきましょう！ 

なお、のぼり旗は、校門正門（北門）と西側入口（人が通るところ）に設置いただく予

定です。 

子どもたちの表彰 おめでとう！ 


